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大学名︓大手前大学 所属︓建築＆芸術学部 名前︓今福 章代 作成日︓2025年 12月 11日 

１．教育の責任 
「学修活動を通じて、創造的な構想力と表現力を修得し、文化的に人間生活を考える素養を備えた感性豊かな人材を養成する」と

した建築＆学部の教育目標をふまえて、技法を学び自己の表現を自ら問うことにより、作品制作を通じて社会人基礎力の能力の向

上に努める。 「デザイン造形美術入門Ⅰ」（実技、デザイン・造形美術メジャー選択必修科目、春学期、2 単位、 127 名）、 

「デザイン造形美術入門Ⅱ」（実技、デザイン・造形美術メジャー選択必修科目、秋学期、2 単位、 95 名）、 「染色工芸基礎

Ⅱ」（実技、デザイン造形美術メジャー、秋学期、2 単位、11 名）、 「染色工芸技法Ⅰ」（実技、デザイン・造形美術メジャー選択

必修科目、春学期、2 単位、 1４ 名）、 「染色工芸技法Ⅱ」（実技、デザイン・造形美術メジャー選択必修科目、秋学期、2 

単位、 11 名）、 「ゼミナールⅠ」（演習、デザイン・造形美術メジャー必修科目、春学期、２ 単位、 ５ 名）、 「ゼミナールⅡ」

（演習、デザイン・造形美術メジャー必修科目、秋学期、２ 単位、 ５ 名）、 「卒業制作（染色工芸）」（演習、デザイン・造形

美術メジャー必修科目、通年、4 単位、 ４ 名） 

２．教育の理念 
染色工芸では長い歴史の中で培われた伝統技術の理解と継承、そして、自ら新しい価値観や芸術を確立することを目指す。さまざま

な困難や問題点に向き合い、解決していくことで、これからの人生における重要な能力の一つである問題解決能力を身に着け、よりよい

人生を歩む姿勢を制作を通して導くことが教育の理念である。それは、「豊かな教養と専門的学術、旺盛な自己開発精神、優れた国

際感覚及び問題解決能力を備えた人材を育成する」という本学の教育目的と通ずるものである。 

３．教育の方法 
（１）授業実践の工夫

「デザイン造形美術入門Ⅰ、Ⅱ」では染色工芸の魅力を学生に伝えるように課題を工夫しつつ、実践を通して、表現することについて追

及する姿勢を導くような具体的なカリキュラムをつくるように努力している。 「染色工芸技法Ⅰ・Ⅱ」は 300 番科目としてすでに染色の

基礎を修得済みの履修者が対象である。糊型染による浴衣の制作とろうけつ染めの大型作品の制作を課題とし、技法の指導と表現

の向上を中心に全体指導と個人指導を織り交ぜ行っている。 「ゼミナールⅠ、Ⅱ」では染色工芸の作品研究、技法研究を行い、社会

連携で丹後ちりめんの活性化プロジェクトとして、学生の視点で問題点を考え、商品開発や染色実験を行っている。 「卒業制作」で

は、これまで学んだ技法や経験から自分らしい表現で、自由な作品制作を実践する。それは、自由である反面、自己責任も伴い、難

題を解決しなければ前に進めないことが多々ある中、制作をとおして、染色を、芸術を、社会を、自分を考えていくプロセスとなる。

（２）総合的な学修成果達成のための工夫

全ての授業で課題ごとに合評会を行っている。合評を通じて表現の多様性、他者の理解、柔軟な発想について学生が確認するように

努めている。 社会連携事業で丹後ちりめんの活性化プロジェクトとして、学生の視点で問題点を考え、商品開発や染色実験を行って

いる。社会における染色工芸の意味や、繊維産業の現状を学び、自らの進路について思考する。また、ホスピタルアートの実践を行い、

学生たちが社会におけるアートの役割を考える機会を得た。

４．教育の成果 
（１）授業見学・授業アンケート等の内部評価

概ね高評価である。非常勤の先生方とチームとなり、学生一人一人の個性を大切にしながら、染色工芸の技法を習得できるように工

夫して指導していることは評価につながっていると考える。学生たちの学びを一番に考え、制作環境の充実を図りたい。

（２）学会・研究会、高大連携、産学連携等における外部評価

京丹後市との社会連携事業では、「丹後ちりめん活性化プロジェクト」、として本年度より京都府立織物・機械金属加工振興センター

と京丹後市の織物工場、染工房と共同で、学生たちが「京丹後七姫の着物制作」を実施しした。

ホスピタルアートとして、入院中、通院中の子どもたちと一緒にワークショップを実施し、子どもたちが天然染料で染めたタペストリーに学生
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たちが子どもたちの絵を刺繍し、「染めて縫って 100 人のタペストリー」を制作。どこでも万博の企画として、関西万博イタリアパビリオンに

1日展示された。その後、江之子島文化創造センターと学内で展示した。福岡市立こども病院に常設予定。 

 
５．改善への努力と今後の目標 
染色工芸は技法習得が難しく、スマートフォンやパソコンなど、デジタル分野が生活の一部として成長してきた学生たちに対して、工芸や

手仕事の魅力を伝え、日本の染織の伝統を守り伝えることの難しさを感じ、目の前の学生たちに対応しながら、日々改善を繰り返して

いる。 インターネットがいくら発達しても、face to face で対話することの大切さと同じく、自らの意思で身体をコントロールし、創造する

ことは、これからの芸術では重要なファクターである。長い歴史の中で培われた先人たちの技術や工夫を学び、自分自身の表現を探究

する姿勢は、大きな時代の流れの中で自分の立ち位置を確認し、強靭な自己を培う糧となる。また、このことは、多様な他者を理解共

存する基礎力を育むことに繋がり、芸術の世界のみならず、社会に自由に羽ばたける人材を育成したい。 

  

【添付資料】  
OTEMAE SENSYOKU 将来を期待される新鋭染色作家展 染―営みと探究―（卒業生作品展報告書 PDF資料 授業教材） 
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